
「⾏動原則」

⒈関係法令の遵守

⒉⼈権尊重、労働環境・⽣活環境の把握及び改善

⒊相互理解と信頼関係の醸成

⒋能⼒開発への尽⼒

⒌JP-MIRAIプラットフォームの発信

JP-MIRAI⾏動原則に則った活動計画・報告 2023年度

GMT協同組合

「2023年度_GMT活動」

⒈求⼈⾯接前の外国⼈との情報交換強化とその⽅法

⒉⾏動制限の有無確認、住環境の快適化提案

⒊防災・交通安全セミナー、交流イヴェント多主催

⒋⽇本語教育、専⾨分野修得へのサポート

⒌「Kumamoto Kurasu」設⽴とのリンク



⒈〜①求⼈⾯接前の外国⼈との情報交換強化とその⽅法

①オンライン交流会（テスト実施）
↓
②会社説明会
↓・業務内容、雇⽤条件、住環境の具体性を持って
↓
③⾯接/内定
↓
④⼈材との定期⾯談
↓・1回/週の⾃由メール交換（⼈材/企業・管理団体）
↓・1回/⽉のOnline⾯談（Free質疑応答）
↓・直接の現地訪問⾯談
⑤各種申請⼿続き
↓・機構、⼊管、労働省、⼤使館
↓
⑥⼊国
↓
⑦⼊国後講習
↓
⑧配属

・外国⼈材_受⼊企業ともに、

「こんな筈ではなかった」・・を最⼩限に。

②会社説明会
・仕事内容、住居の具体的情報、⽣活環境、給与などについては、特に詳細

な情報を伝える。

④内定後の定期⾯談
・現地教育期間の段階から、交流の機会を増やし、受⼊企業担当者・

管理団体担当者との親密性を⾼め、⼈材及び受⼊企業の不安要素
を削減する

＊⼈材と受⼊企業間のより具体的な情報共有の機会を増やし、
熊本（地⽅）への応募の段階で「熊本を知り、熊本に定着する
（Kumamoto Kurasu）」ことに積極的また能動的に熊本を
選ぶ⼈材をつなぐ。



職場での業務イメージ＋雇⽤条件

半導体電⼦部品の製造（前⼯程）Manufacture of 
semiconductor electronic components.

絶縁画像検査What Work?

半導体電⼦部品の検査（後⼯程）Inspection of 
semiconductor electronic components.

＊雇⽤条件書の詳細と、
直近の同職場での給与明
細サンプルを使⽤して、
⽀給額と控除額の具体的
説明

⒈〜②求⼈⾯接前の外国⼈との情報交換強化とその⽅法



宿舎環境

⒈〜③求⼈⾯接前の外国⼈との情報交換強化とその⽅法

詳細なマップ

買い物環境



熊本県の景勝地・周辺環境

⒈〜④求⼈⾯接前の外国⼈との情報交換強化とその⽅法

清流⽇本⼀の川辺川
SL列⾞_⼈吉

阿蘇草千⾥

⽩⽷の滝熊本城



GMT協同組合島巻様
Cc:関係者各位

こんにちは。
いつも お世話になっております。
キン ス ス チョーです。
今週の週報お送りいたします。

毎週 お忙しいところを 私の週報をお読みいただき、本当に ありがとうございました。お返事もありがとうございました。
⽇本⼈の恋⼈が出来たら お⾔いします。
新しい本の 内容は がっかりする時とか諦めたい気持ちになる時 どうするべきかという⽅法です。
私が好きな本は 憂鬱なときに読むために。"Moe Shin"さんが書いた本です。

数年前 友達と⼀緒に" Main Ma Ye Mountain"という⼭に⾏きました。
その⼭に 恋⼈と登ったら 別れるそうです。
昔 その⼭の 隣に "PoPa"という町がありました。その町を治める 王に 娘が⼀⼈いました。
娘は お⽗さんが 好きじゃない ⼈と恋をしました。お⽗さんは とても 怒りました。
彼⼥はうちから 出ていって
⾃分が好きな⼈と⼀緒に 住みました。
しかし 彼⼥が持って来て お⾦とか他の貴重品 とか を全部 使っていって とき その⼈に彼⼥は放棄されました。
彼⼥はとても 悔しくて "Main Ma Ye Mountain"という⼭へ ⾏って ⾃殺しました。
⾃殺する前"この⼭へ来るペアは 絶対に別れますように"と⾔って 誓いました。
それで その⼭に 登るペアは別れそうです。私と⼀緒に あの⼭に登ったペアは 今は 別れてしまいました。
別れた理由は その⼭に登ったせいなのか ほかのことせいなのか 分かりません。
その話を信じて その⼭へ⾏かないペアもいます。
今週の週報を私の国の有名な所のことを書いてお送りしました。
毎⽇ ⽇本語も⼀所懸命 勉強しています。
以上です。
キン ス ス チョー

⒈〜⑤求⼈⾯接前の外国⼈との情報交換強化とその⽅法



⽉間Online⾯談報告_例

番
号 ⾯談内容のレポート

名前 パンイピュー
⾯談
⽇ ２０２３年6⽉１６⽇

1 ⾃分で分かったこと

私は分かったことは組み合いが⽇本へ⾏ったら外国⼈とコミュニケーション
をよく取れるように⽇本語の会話がたいせつと⾔いました。

私は質問を２つ聞きました。１つの質問は会社でどの⼈がたくさんいますか。
その質問を聞きました。組合が会社でベトナム⼈がたくさんいると⾔いまし

た。
２つの質問は⼯場の近くにテパートや病院がありますか。⾃転⾞で⾏ったら

どのぐらいかかりますか。
組合が⼯場の近くにコンビニや病院があります。⾃転⾞で⾏ったら⼗五分ぐ

らいかかると⾔いました。

2 分からなかったこと
分からないことがありません。

3 理解できなかったので
通訳に教えてもらたこと

ありません。

4 仕事について重要なポイン
ト

仕事について重要なことは会社で外国⼈とコミュニケーションをよく取れる
ように⽇本語の会話がたいせつと⾔いました。

5 企業様に教えてもらったこ
と

皆さんは⽇本語が上⼿と⾔いました。皆さんはアニメとか歌もき⾏ったので
どうな歌とかアニメが好きですか。その質問を聞きました。

私たちがきみつのヤイバ(Demon Slayer)アニメとかてがみ歌とかかみ⾶⾏機
の歌をき⾏ったと⾔いました。

組合が⽇本へ来たら歌を⼀⽣に歌ましょうと⾔いました。

6 企業様に質問何個ぐらい
聞いたのでしょうか。 グループの質問として(           2    )個

7
⾯談内容を⾃分で何パーセ
ントぐらい分かったので

しょうか。
(           ８５        )%

番
号 ⾯談内容のレポート

名前 ティン テッ チョー
⾯談
⽇ 2023年 2⽉16⽇

1 ⾃分で分かったこと

仕事で ベトナム⼈が多いこと
組合で 住んでいる時は 税⾦を払わないこと

朝⾷は ⾃分のお弁当 を持ってくること
⽇本に 初めて来る時は 三万円 ぐらい持ってくるほうがいいこと

仕事は いつも 徹底働く ばかりじゃなくて 仕事に よって様々違うこと

2 分からなかったこと 税⾦のこと

3 理解できなかったので
通訳に教えてもらたこと 組合の時に税⾦ 払うかどうか分からないこと

4 仕事について重要なポイント ⽇本語が もっと話せるように  頑張ってほしいこと

5 企業様に教えてもらったこと ⽇本語が話せるため 会話練習をさせてほしいこと

6 企業様に質問何個ぐらい
聞いたのでしょうか。 (            1       )個

7
⾯談内容を⾃分で何パーセン
トぐらい分かったのでしょう

か。
(           70        )%

⒈〜⑥求⼈⾯接前の外国⼈との情報交換強化とその⽅法



⒉⾏動制限の有無確認、住環境の快適化提案

・外出外泊への制限や、妊娠などが発⽣した場合の対応

→参考例などについて訪問説明会を実施し、不適正な対応を未然に防⽌

・定期⾯談による住居（宿舎）の不具合有無確認と
５S衛⽣環境の確認〜

→迅速な企業へのフィードバックによる修復改善
→衛⽣的な⽣活環境を守るための、清掃教育アドバイスサポート

・プライバシーな空間提供〜個室対応可能な住環境の
増室を提案していく

→最近では受⼊企業にもその認識は共有が進み、個室対応の宿舎も増えて
いる

・家族帯同を希望する⼈材向けの住居整備

→特に技⼈国などの就労ビザ在籍者には、そのニーズが⾼まっている

＜不具合報告例＞

・部屋番号（201号）
⇒⽞関と洗⾯所の電球が切れている
掃除機がないため、隣の部屋から借りて使っている
・部屋番号（101号）
⇒洗⾯所の電球が切れている
換気扇からおかしい⾳がでて
いる室内灯のリモコンがない

・部屋番号（103号）
⇒シャワーヘッド根元漏れ及びシャワー室の蛇⼝⽔漏れがある



⒊防災・交通安全セミナー、交流イヴェント多主催

「⼭のイヴェント」
ブナやイチイの⼤⽊のトレ
イルを歩く、九州トレイル
紅葉トレッキング

・約60名の参加者が集まり
ました（2023年11⽉）

「川のイヴェント」
2024年3⽉に実施の「川辺
川FlyFishingイヴェントに
は」約80名が参加（2024年
3⽉）



⒊交流イヴェント_AsianGlobal フライフィッシング
祭り〜2024年3⽉10⽇〜



⒋⽇本語教育、専⾨分野修得へのサポート

「⼈材側への⽇本語学習サポー
ト」

・JLPT合格レヴェルに合わせた奨励⾦
の提供

・企業でのキャリアアップへのリンク
（インセンティブ）

「受⼊企業側の⽇本語の使い⽅
セミナー実施」

「やさしい⽇本語」の無料配布により定
期開催



⒌「Kumamoto Kurasu」設⽴とのリンク



⒌「Kumamoto Kurasu」設⽴とのリンク

・今後の取組み・

Ø 送出機関・⽇本語学校国との「Kumamoto Kurasu」に則った提携強化

Ø ILO/RBA基準の再認識活動の模索と実践

Ø 「ゼロフィー」への取組み開始
＜2023年11⽉_インドネシア⼈材フォーラム＞参加に学ぶ

• インドネシア_2024年2⽉：キャムコムGRP様のスキームを⽔平展開させて頂き、機関との協定締結
• ミャンマー_2024年3⽉4⽇：提携機関とのゼロフィープログラムの実現検討開始
• ネパール_2024年3⽉中旬：提携機関とのゼロフィープログラムの実現検討開始


